
日本デジタルゲーム学会
2017年度年次総会

2018年3月３日（土）
時間：10:00～11:00
場所：福岡工業大学短期大学部
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会員構成（2018年2月20日現在）

全会員数は311名（前年比＋ 1名） ※申込中8名含む

１） うち正会員259名（前年比＋7名）

２） うち学生会員37名（前年比－14名）

３） 賛助会員は7団体（前年比同じ）

会員資格停止者 32名

１） 4年(2014-2017年度)未納かつ連絡のない方 15名

２） 3年(2015-2017年度)未納かつ連絡のない方 17名

有効会員総数 264名 （2分の1＝132名）
※有効会員総数＝（正会員＋学生会員）ー（資格停止者）
※有効会員には、賛助会員と申込中会員を含まない
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議題

第一号議案 2017年度 活動報告

第二号議案 2018年度 活動計画

第三号議案 2016年度 決算

第四号議案 2017年度 予算の執行報告

第五号議案 2018年度 予算案

第六号議案 役員選挙結果

第七号議案 表彰およびその他
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第一号議案：2017年度 活動報告

１．理事会

２．研究委員会

３．編集委員会

４．広報委員会

５．国際委員会



理事会の活動報告

会員数の推移：正会員は増加、学生会員は減少。

2017年度末 311名 賛助会員 ７団体

■役員選挙規定に基づく会長、理事選挙を実施し、次期の学会運営体制を選出した。

「年次大会」の国内巡回開催の定例化に加え、「夏期研究発表大会」（主として
関東開催）と「国際日本ゲーム研究カンファレンス（International Conference 
on Japan Game Studies、略称Replaying Japan）」（国内／海外の交互開催）
を定例化し、 学会主催の研究発表大会を三本柱にするとともに、国際化を進めた。

■DiGRA 2019 Annual Conference 京都開催 DiGRAへの申請・内諾

■オーラルヒストリーのタスクフォース活動
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【組織運営】



下記の外部事業を主催、後援、協賛した。

①「第6回シリアスゲームジャム～えいごでコミュニケーション English

Please～ ～ 」東京・神田(株)ジェイ・クリエイション

2017年12月16日（土）、17日（日）（ゲーム教育SIG主催）

②一般社団法人デジタルメディア協会「AMDシンポジウム2017・世界を席巻

するe-Sports ～取り残された日本の挑戦～」、東京都 ベルサール九段

2017年9月7日（木）（後援）

③情報処理学会エンタテインメントコンピューティング研究会「エンタテイン

メントコンピューティング2017」宮城県 東北大学

2017年9月16日（土）～18日（月）（協賛）

④ゲームビジネスアーカイブ運営委員会「第3,４回トークライブ」東京都

銀座松竹スクエア2017年10月27日、2018年2月27日（協賛）

【組織連携】
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研究委員会の活動報告

夏季研究発表大会の開催

- 2017年9月2日(土)
専修大学生田キャンパス

- 参加者83名

第8回年次大会の開催

- 2018年3月2日(金)～3日(土)

-福岡工業大学短期大学部(福岡県福岡市)

- 開催年と年度の乖離より呼称を開催回数に変更
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委員会活動

年次大会・夏季大会の運営委員会
属人化の防止を進めました

SIG活動

ゲームメディアSIG

- 第9回研究会「Webニュースサイトの歴史とトレンドの変遷」
2017年8月10日(収録：7月27日) Youtube DiGRA JAPAN チャンネル

ゲーム教育SIG
- 第6回 シリアスゲームジャム

～えいごでコミュニケーション English Please～

2017年12月16日(土)～17日(日) 於(株)ジェイ・クリエイション
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編集委員会の活動報告

論文誌の刊行
第9巻第2号（2017年6月発行）

第10巻第1号の刊行（2017年12月発行）※2月下旬発送

第10巻第2号（第11巻第1号）は次年度早々に発行を目指す

特集コーナーの状況：下記の特集を継続中
CEDEC特集

年次大会特集

卒業研究特集
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査読体制の整備
査読期間の短縮及び管理強化のためシステム整備完了

査読状況チェックの共有化などにより2014年度から査読期間の短縮が進んだ

現在おおむね3か月以内に1回目の査読が完了

オンサイトの編集委員会とSkypeの編集委員会を隔月ごとに開催

新規に玉宮委員が2017年度より参画
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査読管理システムの定期的なアップデート
編集委員と事務局の役割分担による運営の効率化・迅速化

査読システム管理業務の委託項目の追加
（新規）著者へ完成稿PDFファイル送付

（新規）査読管理表の更新

（新規）遅延項目の確認と担当者へのリマインド
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論文誌の位置づけの再確認
論文誌の考え方を理事会で議論し方向性を確認

ゲーム研究の拡大のために「石は拾っても珠は捨てるな」の精神の確認
不採録原稿も査読者の建設的な指摘とともに再投稿を奨励

査読ガイドライン・投稿規定の改訂
査読ガイドラインは暫定改定を2017年6月より運用
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採択率
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原著 実践 SP ノート 投稿計 採択計 採択率

投稿 採択 投稿 採択 投稿 採択 投稿 採択

2008 9 5 0 0 3 2 0 0 12 7 58.3%

2009 14 11 0 0 6 3 0 0 20 14 70.0%

2010 8 4 2 1 8 6 0 0 18 11 61.1%

2011 7 2 1 0 1 1 0 0 9 3 33.3%

2012 3 0 0 0 2 1 2 1 7 2 28.6%

2013 7 0 2 0 0 0 5 5 14 5 35.7%

2014 6 2 1 1 0 0 0 0 7 3 42.9%

2015 4 1 1 0 2 1 0 0 7 2 28.6%

2016 7 5 1 1 1 0 0 0 9 6 66.7%

2017 5 0(4) 0 0 1 0 3 2(1) 9 3(5) -

計 65 30 8 3 23 14 7 6 103 53 51.5%
種別採択率 46.2% 37.5% 60.9% 85.7%



論文のオンライン化対応
J-Stageへ利用申請手続きを完了。

2018年度から利用開始
利用開始に向けた説明会が今夏から始まる
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①広報委員会、広報委員
粟飯原委員が学生委員から広報委員へ。特に国際化委員会と連携して、
サイトの英語化を進めている。

③ニュースレターの発行
2017年4月-2018年3月までの間に定期的（毎月）にニュースレターの発行を進めた。100号を超えた！
最近は田端委員を中心に。

②公式ホームページのリニューアルの実装
田端委員、粟飯原委員を中心に、公式ホームページのデザインを一新し、
2015年10月12日から正式に実装しており、毎月、リニュアルを繰り返している。

広報委員会の活動報告

④国際連携
日本国際ゲームカンファレンス（Replaying Japan)における告知活動を協力
中村委員を中心に。
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⑤新コーナー コラム・復刻ページ
七邊委員を中心に。



ニューズレターはなんと１００号！
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美しく、
見やすく、
瑞々しい。



英語ページ開設
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DiGRA Japan2017年夏季研究発表大会並びに日本デジタルゲーム学会 2017年次大会の
特設ページの開設を促進した。
これまで以上に地域の特色を生かした広報展開を実現した。

⑤大会開催地域での広報活動を継続

⑥ソーシャルメディアでの活動を進展
Facebookの公式アカウントにて定期的な情報発信を展開。
Facebook投稿数のリーチは最大トータルで３２００を達成
映像コンテンツについてはYoutubeチャンネルに移管。
登録数として全体で５7０人、最も人気のあるコンテンツのViewで７００人を達成

⑦夏季大会、年次会の映像アーカイブ収集
第一回年次大会から現在までの映像アーカイブを一か所に集約
今後も継続的に収集予定。データの収集はある程度、終了し、公開へ向けて準備中。
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522 Followers (2016)

575 Followers (2017)

644 Followers (2018)
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330 Followers (2016)

397 Followers (2017)

478  Followers (2018)



七邊委員によるフィンランド訪問記
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小山先生によるフィンランド滞在記も掲載予定

「フィンランドより愛をこめて」（仮）
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2007年に東京にて開催された国際学術会議
The Third Digital Games Research Association International Conference
(DiGRA2007)のWebページを、DiGRA JAPANサーバー内にて再掲載しました。
（一部ページはリンク切れになっておりますが、ご了承ください）

http://digrajapan.org/digra2007/ (英語ページ)
http://digrajapan.org/digra2007jp/ (日本語ページ)
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DiGRA JAPAN インスタ・アカウント解説 （大ヒット中）
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国際委員会の活動報告

欧米日から100名程度の出席者を迎えるなど非常に盛況な国際イベントに
当学会からも副会長、並びに国際委員など複数名が参加した

②DiGRA本体との連携の強化

③Chinese DiGRAとの連携の強化

DiGRA公式ホームページ内のDiGRA Japanに関する記載内容を大幅に刷新
DiGRA Annual Conferenceの日本での開催に向けての活動を継続。

DiGRA Japanとして共催している国際カンファレンスReplaying Japanを始め、海外のデジタルゲーム研究者
とのネットワークを充実させ、組織的に国際連携を深めていく。

Chinese DiGRAのトップで、DiGRA本体の広報担当委員も兼務するHanna Wirman氏に本大会に参加
いただき、さらなる議論を進めている。

①Replaying Japanの共催
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第二号議案：2017年度活動計画

１．理事会

２．研究委員会

３．編集委員会

４．広報委員会

５．国際委員会



理事会の活動計画
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・現理事会体制にて、役職、役割分担を精査しつつ、学会各事業について合理的

な実施体制を整えるとともに、必要な財政的手当を行う。

・地域研究会の設置を推進するとともに、全国のゲーム研究活動に対して積極的

に協力、協賛する。

・年次大会の全国巡回型の開催＋夏期研究発表大会＋国際日本ゲーム研究カン

ファレンス（Replaying Japan）の三本柱の活動体制の定例化のために必要な

施策を実施する。

・オーラルヒストリーのタスクフォース活動を行う。

・DiGRA 2019 Annual Conference 実施体制を整える。
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【委員会体制】

委員の異動

「研究委員会」

１）委員長
遠藤 雅伸（東京工芸大学）

２） 委員
小野 憲史（運営: IGDA日本 名誉理事）

川口 洋司（オンラインゲームSIG: 日本オンラインゲーム協会 事務局長）

川村 景吾（大会: フリーランス）

岸本 好弘（ゲーム教育SIG: 東京工科大学）

ケネス・チャン（ゲームデザインSIG: フロム・ソフトウェア）

小山 友介（運営: 芝浦工業大学）

鴫原 盛之（ゲームメディアSIG: フリーランス）
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田端 秀輝（広報: フリーランス）
中村 隆之（大会: 神奈川工科大学）
並木 勇人（大会: セガゲームス）
松隈 浩之（デザイン: 九州大学）
三宅 陽一郎（運営: スクウェア・エニックス）
原 寛徳（大会: 東京工芸大学）
福田 一史（大会: 立命館大学）
藤原 正仁（大会: 専修大学）
古市 昌一（ゲーム教育SIG: 日本大学）
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「編集委員会」

１）委員長
三上 浩司（東京工科大学）

２）委員
伊藤 彰教（東京工科大学）
梶並 知記（岡山理科大学）
後藤 誠（株式会社ゲーム・フォー・イット）
小山 友介（芝浦工業大学）
渋谷 明子（創価大学）
玉井 建也（東北芸術工科大学）
玉宮 義之（白鴎大学）
七邊 信重（デジタルハリウッド大学）
藤本 徹（東京大学）
三宅 陽一郎（株式会社スクウェア・エニックス）
山口 浩（駒澤大学）
今給黎隆（東京工芸大学）
小川充洋（帝京大学）
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「広報委員会」

１）委員長
三宅 陽一郎（株式会社スクウェア・エニックス）

２）委員
栗飯原 萌（日本大学）
田端 秀輝（フリーランス）
中村 彰憲（立命館大学）
七邊 信重（デジタルハリウッド大学）



中村彰憲（立命館大学）

藤原正仁（専修大学）
天野圭二（星城大学）

「国際委員会」

１）委員長

２）委員
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研究委員会の活動計画

委員会活動

- SIG・研究発表大会の活動と運営

- Skypeによる会議

2018夏季研究発表大会の運営

- 明治大学駿河台キャンパス（予定）

- 土曜日ワンデイ、トラック数未定、インタラクティブ・ポスター有り！

第9回年次大会の運営

- 開催校未定（主催者募集中: ）

研究活動の支援

- SIG独自の研究活動への支援

- 研究プロジェクトの支援
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編集委員会の活動計画

学会誌の刊行
第10巻第2号（2018年6月発行予定）

第11巻第1号（2019年3月発行予定）

既刊分を含めた学会誌論文のオンライン提供
J-Stageで2018年度中の公開に向けて準備を進める

編集委員会の運営改善
J-Stageが提供するオンライン査読システムへの移行作業を開始

会員からの投稿数を増やすため、学会誌論文公募を積極的に行う

平均査読期間などのデータを継続して分析

継続して編集委員の増強をはかる
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査読ガイドライン・投稿規定の改訂版の運用を開始

査読ガイドライン改訂のポイント
多様性のある論文を積極的に掲載できるよう改訂

不備があった時に指摘（指導）してもらうよう統一

投稿規程改訂のポイント
種別変更（研究論文，実践論文，作品論文）

投稿資格の整理（筆頭著者が非会員の場合，掲載料を徴収）
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学会誌の充実に向けた活動（昨年度から継続）
特集の検討

論文として査読する投稿と記事として掲載する投稿の分別

学術的な価値のみでなく，会員の知見や当該分野の記録として適したものを掲載

主査の役割についての議論
一定水準以上の論文を受け付ける「審査」だけでなく，一定水準の論文に仕上げ
るための「改善」を指摘する役割

研究大会における査読付きトラックの設置や優秀論文の論文誌への掲
載の議論
編集委員（場合によっては研究委員）が推薦し掲載

査読付きトラックの査読への協力（査読手引きの作成や基準作り）

原則「条件付き採録B」以上の判定になるものを対象

書評コーナーの改革
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①広報委員会、広報委員
一名募集。

③ニュースレターの発行
新機軸を。

②公式ホームページのリニューアルの実装
デザインをリニュアル予定

広報委員会の活動計画

④国際連携
重点強化。
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⑤新コーナー コラム・復刻ページ
さらなる充実



国際委員会の活動計画

DiGRA本体やChinese DiGRA、2019年に開催するDiGRA年次会の日本での実現にむけて体制を
整えるために国際委員をさらに1名追加する

②DiGRA Annual Conference実施にむけた働きかけの強化

③Chinese DiGRAとの連携の強化

2007年に東京で開催されて以来のDiGRA Annual Conferenceを2019年に開催するための施策を進める
DiGRA Japan国際委員会委員と研究委員会委員を複数名、イタリアで開催予定のDiGRA Annual
Conferenceへ派遣し、DiGRA Japanの活動をあらためてアピールする

DiGRA Japanとして共催する国際カンファレンスReplaying Japanを始め、海外のデジタルゲーム研究者との
ネットワークを充実させ、組織的に国際連携を深めていく。

互いの年次会についての相互告知、共同企画についてさらに協議を進め具現化を試みる

①委員会構成
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第三号議案：2016年度決算

2016年度貸借対照表

2016年度収支計算書



2016年度貸借対照表
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（単位：円） （単位：円）
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第四号議案：2017年度予算の執行報告

 2017年度予算

 2017年度の執行報告



2017年度予算
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2017年度中間執行報告
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（単位：円） （単位：円）



第五号議案：2018年度予算案
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【役員改選】会長および理事選挙規定第25条

①会長（１名）中村彰憲

②理事（ 9名）遠藤雅伸 小山友介

 藤原正仁 藤本徹

 古市昌一 細井浩一

 松隈浩之 三上浩司

 三宅陽一郎

第六号議案 役員選挙結果の承認
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【学会賞】学会賞規程第５条

①「学会賞」

②「若手奨励賞」

【学生大会奨励賞】学生大会奨励賞規程第７条

第七号議案：表彰


